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止
め
ら
れ
な
い
自
然
の
猛
威

大
地
震
で
甚
大
な
被
害

　

日
本
列
島
は
、
地
球
を
覆
う
十

数
の
プ
レ
ー
ト
の
う
ち
４
つ
の
プ

レ
ー
ト
の
衝
突
部
に
あ
り
、
世
界

で
発
生
す
る
大
地
震
の
10
％
は
日

本
で
発
生
し
て
い
る
。
ま
さ
に
地

震
列
島
で
あ
る
。

　

08
年
６
月
14
日
に
発
生
し
た
岩

手
・
宮
城
内
陸
地
震
、
11
年
３
月

11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
と

相
次
ぐ
大
地
震
で
本
市
は
未
曾
有

の
被
害
を
受
け
た
。

　

こ
の
う
ち
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
は
、
厳
美
町
市
野
々
原
地
内
を

震
源
と
す
る
直
下
型
地
震
で
、
岩

手
県
南
部
と
宮
城
県
北
部
の
山

間
部
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
午
前
８
時
43
分
頃
、
ゴ
ー
ッ

と
い
う
地
響
き
と
共
に
激
し
い
横

揺
れ
が
襲
っ
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド（
Ｍ
）
は
７
・
２
、
本
市
の
震
度

は
５
強
。
新
緑
ま
ぶ
し
い
山
々
の

あ
ち
こ
ち
が
崩
落
、
は
だ
け
た
土

が
顔
を
出
し
た
。
磐
井
川
上
流
の

同
町
鬼お

に
ご
し
ざ
わ

越
沢
地
内
に
か
か
る
国
道

３
４
２
号
祭
畤
大
橋
は
、
中
央
部

か
ら
ポ
キ
ッ
と
折
れ
た
か
の
よ
う

に
落
橋
。
周
辺
の
路
面
は
舗
装
が

裂
け
、
大
き
く
波

打
っ
た
。
各
所
で

地
滑
り
や
地
割
れ

が
起
こ
り
、
被
害

額
は
本
市
だ
け
で

44
億
円
に
も
上
っ

た
。

急
ピ
ッ
チ
で
復
興

災
害
遺
構
で
忘
災
対
策

　

市
は
国
や
県
の
協
力
を
得
て
、

治
山
事
業
や
砂
防
堰え

ん
て
い堤
整
備
な
ど

を
展
開
、
恒
久
対
策
を
進
め
た
。

　

復
興
に
あ
た
り
、
震
災
の
教
訓

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
保
存
を

決
断
。
防
災
教
育
や
学
習
の
場
に

役
立
て
る
た
め
祭
畤
大
橋
周
辺
の

災
害
遺
構
の
形
状
を
残
し
た
。
11

年
６
月
に
は
断
層
や
地
滑
り
が
起

こ
す
驚
異
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
、「
祭
畤
被
災
地
展
望
の
丘
」

と「
祭
畤
見
学
通
路
」
を
整
備
、
市

教
訓
と
課
題

前へ。古
里
の
宝
栗
駒
山
麓
を
急
ピ
ッ
チ
で
復
旧

災
害
遺
構
を
残
し
て
防
災
教
育
の
場
に

風
化
さ
せ
る
な

災
害
の
記
憶

相
次
ぐ
大
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本
市

自
然
の
猛
威
は
止
め
ら
れ
な
い

い
く
つ
も
の
災
害
を
経
験
し
て
多
く
の
教
訓
と
課
題
を
得
た

被
災
の
悲
し
み
を
払
拭
し
て
も
、
風
化
し
て
は
い
け
な
い

私
た
ち
の
使
命
は
、
災
害
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
だ
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登
山
道
以
外
の
森
林
は
誰

の
も
の
で
も
な
い
市
民
の
環

境
財
産
で
す
。
自
然
保
護
の

た
め
、
登
山
道
整
備
や
森
林

管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
祭
畤
大
橋
の
た
も
と
に

は
旧
本
寺
小
祭
畤
分
校
舎
や

祭
畤
橋
が
残
っ
て
い
ま
す
。

多
く
が
被
災
し
た
中
で
こ
れ

だ
け
の
物
が
残
存
し
た
こ
と

に
価
値
が
あ
り
ま
す
。
言
葉

で
説
明
す
る
よ
り
も
実
際
に

見
て
、
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

「
災
害
の
記
憶
」
を
次
代

へ
と
つ
な
ぐ
鍵
は
人
の
心
に

あ
り
ま
す
。
自
然
の
破
壊
力

は
大
き
い
で
す
が
、
こ
こ
ま

で
復
興
さ
せ
た
人
の
力
も
ま

た
、
大
き
い
の
で
す
。

くまがい・たけし

1932年一関市生まれ。

88 年須川の自然を考

える会会長。2000 年

ＮＰＯ法人須川の自然

を考える会理事長。関

が丘４区行政区長。妻

と二人 暮らし。一 関

市関が丘在住、79 歳

残存したことに価値がある。後世へとつなぐ鍵は人の心に

1）落橋した旧祭畤大橋を見つめる勇樹さんと美
穂さん／ 2）新祭畤大橋から望む２つの橋。上
は旧祭畤大橋。落橋した当時のままだ。手前は
1950 年まで利用されていた祭畤橋／ 3,4,5）急
ピッチで進められた復旧工事。土砂崩れが発生
した場所には緑が戻り始めている／ 6）６月14
日に行われた「岩手・宮城内陸地震４周年記念
防災行事」で清掃活動する参加者／ 7）旧本寺
小祭畤分校舎を利活用した祭畤野外活動セン
ター前に、見学者のためのテラスの設置が進む

小岩勇樹さん（25）会社員　

立石美穂さん（25）美容師　

温泉に行く途中に立ち寄りました。震災

後に来たのは初めて。ここは、子供の頃、

温泉やキャンプで訪れた身近で思い出の

多い場所です。橋だけでなく、道路の崩

壊も激しかったんですね。地震前の状況

を知っているだけに、間近で見ると衝撃

的でした。

私 た ち は 3.11 だ け で な く

6.14 も 忘 れ て は な ら な い

民
や
訪
れ
る
人
の
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
須
川
の
自
然
を

考
え
る
会
」
会
員
と
市
職
員
約
30

人
は
６
月
14
日
、「
岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
４
周
年
記
念
防
災
事
業
」

と
し
て
、
施
設
の
清
掃
や
周
辺
の

草
刈
り
な
ど
行
っ
た
。
作
業
に
参

加
し
た
同
会
の
千
葉
邦
夫
さ
ん
は

「
自
然
風
化
は
免
れ
な
い
が
、
で
き

る
だ
け
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
し
て

い
け
る
よ
う
手
を
掛
け
た
い
」
と

語
り
、
地
震
の
爪
痕
を
後
世
に
伝

え
た
い
と
願
っ
た
。

　

被
災
の
悲
し
み
を
払
拭
す
る
こ

と
は
必
要
だ
が
、
被
災
体
験
を
風

化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
今
、私
た

ち
が
す
べ
き
こ
と
は
、
災
害
の
記

憶
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
。
過
去

の
災
害
を
教
訓
に
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
だ
。

　

自
然
の
猛
威
は
止
め
ら
れ
な

い
。
将
来
起
こ
る
災
害
に
ど
う
立

ち
向
か
う
か
。
大
切
な
命
を
守
る

た
め
、
ど
う
経
験
を
生
か
す
か
。

　

多
く
の
人
を
渡
し
、
つ
な
い
で

き
た
旧
祭
畤
大
橋
は
今
、
過
去
と

未
来
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

Steps to Revive
岩手・宮城内陸地震から４年

復興への道程

須川の自然を考える会

千葉邦夫さん
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須
川
の
自
然
を
考
え
る
会

熊
谷
健
理
事
長


